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59から98に上昇している（左記数値では，いつ・何を100としているか明示がない。ただし典拠としてWood, G. H., 





























ド（G. H. Wood）推計では上昇率を（ここで，Course of Average Wages in Industry and Agriculture, as percentages of 
－116－
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消費期間［日，週，月，年］についての説明がない。ただ，議論が前掲のWood, G. H., S. J., 1909 に基づいていることが示
唆されている。）パンを含む通常の消費品目価格を考慮すると，その雑多な商品パッケージは，1850⊖59











s.から₅s.6d. に上昇した。（典拠は特に示されてはいない。しかし，20年後にReport on the Cost of Living of the Working 
















が開始された1850年に，小規模借家法（Small Tenements Act：13 and 14 Vict. c.99）によって拡充され
た。年当たりの地方税額が６ポンド以下である場合は，課税当局は所有者を相手とすることが出来た。






















































































































































































（complete revolution）と改善が見られる，と記述している（J. M. Baernreither, English Associations of 
Working Men, Eng. trans., 1889, p.5）。この革命・改善に関して，友愛協会はその証人でもあり原因でも
－125－





























　オーウェン主義による「教会」（科学ホール：the Halls of Science）に対してだけは，1840年代に入っ
て社会主義者という別称を付するのが当時の慣しだったが，その「教会」は共同体を志向するその








の社会協会（the Social Institution）も，「文学・科学協会」（the Literary and Scientiﬁc Institution）に変わっ
ていた。「リーズナー」（the Reasoner）も，この年から1861年まではG. J. ホリョーク（G. J. Holyoake）
が編集者だったが，共同体よりは功利主義倫理，共和主義，そして世俗主義を論ずることが多くなっ
ていた。1848⊖54年間には協同組合活動も，ぐらついていた。かつてはオーウェンの下で学んだ人々























































役割を果たした（Sidgwick, Principles, 1883, p.6）。ミルの間接的影響力は，社会のあらゆる階層の思
索者に対して非常に大きかったが，労働界においてはその直接的影響力に障害があった。
　1879⊖80年に，労働界のみならず全ブリテン社会に，「福音書」を携えた新たな予言者が現れた。ア





















せた。T. スペンス（Thomas Spence），T. ペイン（Tom Paine），コベット，初期社会主義者達，チャーティ





いなかった。ジョージが初めてイングランドを旅行した年，A. R. ウォレース（Alfred Russell Wallace）が，
土地国有化に関する小さな書物を著し，これをイングランドの勤労階層に捧げ，２，３の友人と共に
土地国有化協会（Land Nationalisation Society）を設立した。同年，これもジョージとは独立に，H. M. 
ハインドマン（Henry Mayers Hyndman）（彼はマルクスを研究していた）が，スペンスの『人間の真
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およそ十分とは見なされなかっただろう。チャーティスト世代は，自分たちが国の進歩に貢献した以
上，よりよい生活を要求する権利があると主張していた。その息子世代も，この意見に到達するのに，
別段マルクスに学んだり革命的であったりする必要もなかった。この意見によって，彼らは賃金闘争
を行なった。
　世界は未だに不平等に満ちていた。種々の民主主義者はJ. チェンバレンによる「骨折って働きもせ
ず紡ぎもしない」旧支配階級に対する攻撃を面白がっていた。ジョージは，ともかくも不平等という
ものが経済諸力の暴走ではなくて変更可能な財産法の結果であるということを示した。
　代表的賃金稼得者が1886年頃までに社会主義者を自称し始めているということは，全くなかったが，
政治的に活発な賃金稼得者には，その傾向が始まっていた。ロンドンでは特にそうだった。町や田舎
の新たな選挙民は，多くの点で保守的だったが，私有財産権や巨額不労所得への軽度課税（グラッド
ストーンは結果的にこれで満足）を恒久的に維持するために投票権を行使する保証はなかった。選挙
民達の精神は，一部の人々を別とすれば，明快さや洞察力，首尾一貫性に欠けていた。大多数の者が
経済秩序や緊急に必要な変革に関してとる観点は，提示された政治的プログラムや全世界の経済諸力
が個々人にもたらす圧力に依存していた。今や時の経過につれて，政治プログラムには，ますますド
ラスティックな変革提案が盛り込まれていくことが確実だった。外の世界からブリテンにかかってく
る圧力は，例外的なほどに厳しかった。しかし，そういう状況ではあっても，平均的な賃金稼得者達
の社会に関する考え方が，急速に右から左に動くことはありそうもなかった。
